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ポリ T ベンジル L クソレタメート (PBLG) のメタクレゾール溶液による実験結果を理論を用いて解析す
























し，消光角 χ と Gおよび⑮の聞に
G ( MaE Cot 2χ= 一一一一一一(一 一)→......6( RG ¥ kT 
のごとき関係をえた白
ただし R は a を回転楕円体の回転軸の長さの半分 b を回転半径としたとき (a2 -b2) / (a 2 寸 b 2 ) であらわ
され， またμa は μa2 =μ1M 十 (Gel -Ge2)kT で示される。 ここに μ戸は粒子Aの永久双極子モーメント，
(Gel-Ge2 ) は粒子の電気分極率の異方性である。
向畑君はこの方法の実用性をたしかめるために Poly-r-benzyl-L-glutamate の分子量206， 000の話料のメ
タクレゾール溶液に適用して/1a=3200 D をえたのこの値は 1 残基あたり 3.4D となり，これはこの物質
が α-helix をつくるときにもつ残基あたりの双極子モーメントとしてすでに他の種々の実験からえられて
いる値と完全に合致し，この方法の有用性を立証せられたゥ
電場として交流を用いると粒子の永久双極子が存在するかしないかにより消沌角の変位に周波数による
分散の生ずるときと生じないときがある。 PBLGでは分散がおこり，ある周波数以 l:で-はあたかも交流電
場のかかっていないような結果があらわれる。一方ベントナイトのようなもので実験すると消光角の周波
数依存性はみとめられない。これから PBLG での誘起双極子の配向に対する寄うの小さいこと，ベント
ナイトは永久双極子のないことなどが明らかにされ，これらは他の測定法による従米の結果とよく一致す
る口
以上向畑君の研究は電気流動複屈折という l自分子溶液の新しい研究法を提案し，その有用性を明らかに
した。なお参考論文としての電気複屈折に関する論文二篇も，この種の研究がわが同で行われた最初のも
のであって，これらを考えるとき，向畑恭9Jl1"は理学問士の学イ立をうける十分な資格があるものと認める。
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